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達磨寺出土石塔及び舎利容器
奈良県指定文化財

鎌倉時代

　現本堂建替えに伴う発掘調査で平成１４年に発

見されました。 本堂の地下に小石室をつくり、 その

なかに宝篋印塔、 合子、 水晶製五輪塔形舎

利容器、 仏舎利を入れ子式に埋納したものです。

鎌倉時代の当寺整備にあたり、 達磨大師への追

慕の念を込めて納められたと考えられます。 現在、

出土品は、 遺構の直上におまつりしています。

　寛政３年 （1791） に出版された 『大和名所図会』 には、 当時の達磨寺境内のようすが

描かれています。 現在の境内とほぼ同じ状況が確認でき、 雪丸像らしき石造物も見ることが

できます。

達磨寺 １ 号墳 （雪丸塚）
古墳時代後期

　横穴式石室をもつ径約１５ｍの円墳です。 この古

墳が遺言にもとづいて葬られた雪丸の墓であるとされ

ています。 また、 聖徳太子が密かに法隆寺から通

われていたという地下道があると伝わっており、 古墳

の石室がそれにあたると考えられます。

雪丸像

　雪丸は、聖徳太子が飼っていた犬で、人の言葉が話せ、

お経を読み、 臨終のさいには 「自分を達磨塚の丑寅

（北東） に葬るように」 と遺言したと伝えられています。

現在は、 達磨塚のある本堂の南西の位置

におまつりしていますが、 もとは北東にある達

磨寺１号墳のところにありました。 王寺町の

マスコットキャラクターの雪丸は、 当寺の雪

丸像から誕生しました。

備前焼大甕 ・ 青磁香炉
（達磨寺中興記石幢地下遺構出土品）

国指定重要文化財 （附）

室町時代

　平成１２年、 本堂裏手にある達磨寺中興記石幢の地下から、

嘉吉２年銘石碑が碑面を伏せ置いたかたちで発見され、 さら

にその下に備前焼大甕が埋められており、 そのなかに青磁香

炉が入れられていました。 碑文などから、 室町時代の当寺中

興に尽力した南峯禅師に関わるものと推測されます。

達磨寺方丈
奈良県指定文化財

江戸時代

　棟札から寛文７年 （１６６７） に建立されたことが

判明します。 屋根の形状に特徴があり、 西面が

入母屋造、 東面が切妻造で非対称になってい

ます。 奈良県では希少な方丈様式です。

松永弾正久秀墓
戦国時代

　天正５年 （1577）、 織田信長に謀反した松永久秀は、 信

貴山城にて織田軍に包囲され自害しました。 そのさいに筒井

氏が首級をここに埋葬したと伝えられています。 現在は、 風化

により見えなくなっていますが、 「松永弾正久秀墓」 「天正五

年十月十日」 の銘文が刻まれていました。

達磨寺中興記石幢
国指定重要文化財

室町時代

　永享７年 （１４３５） に南禅寺惟肖が撰述した達

磨寺中興記を、 文安５年 （１４４８） に南峯禅

師が建立しました。 平成１２年には、 地下から嘉

吉２年銘石碑などが発見されました。

木造千手観音坐像
王寺町指定文化財

室町時代

　本像は現状で392手あり、

もとは 500 手で構成されて

いたと考えられています。 す

べての掌に玉眼による目が

表現されており、 精巧な造り

の背景には、 当寺中興の

際の室町幕府の支援があっ

たと推測されます。

木造達磨坐像
国指定重要文化財

室町時代

　銘文によれば、 永享２年

（１４３０） に足利義教が命じ

て制作させたものです。 彩

色は画僧の周文が担当し、

衣が鮮やかな朱色に塗ら

れ、 髭や胸毛などまでが細

緻な筆づかいで見事に表

現されています。

木造聖徳太子坐像
国指定重要文化財

鎌倉時代

　巾子冠をかぶり、 笏を手に

とる聖徳太子摂政像です。

銘文から建治３年 （１２７７）

に院恵 ・ 院道が制作したこ

とがわかります。 袍の皺部分

にわずかに彩色が残り、 もと

は緋色に着色されていたこと

がうかがえます。

問答石 （左：達磨石　　右：太子石）

　聖徳太子と達磨大師が出会ったとき、

互いに歌を詠み交わした場所であると

伝えられています。

（聖徳太子）　　しな照るや 片岡山の飯に飢えて 臥せる旅人 哀れ親なし

（達磨大師）　　斑鳩や 富の小川の絶えばこそ わが大君の御名を忘れめ

（写真上） 出土状況　（写真右上） 宝篋印塔

（写真右下） 水晶製五輪塔形舎利容器

（写真上） 青磁香炉　（写真下） 備前焼大甕

王寺町マスコットキャラター 「雪丸」▲
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